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しょ
写
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技
ぎ
能
のう
審
しん
査
さ
　

令和○年○月○日（日）実施令
れい
和
わ
○年

ねん
度
ど
第
だい
○回

かい

硬
こう

筆
ひつ

書
しょ

写
しゃ

技
ぎ

能
のう

検
けん

定
てい

 
５級

硬 
試験問題

Ａ
日 程

〔試
し

験
けん

時
じ

間
かん

〕

〔試
し

験
けん

の時
とき

の注
ちゅう

意
い

〕

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問

点 点 点 点 点
［不許複製］
この試験問題の複製（コピー）を禁じます。また、この試験問題およびその内容を当協会の許可なく他に伝える行為や、漏えい（イ
ンターネット上に掲載することを含みます）することを固く禁じます。

分
ぷん50

１．受
じゅ
験
けん
する級

きゅう
を確
かく
認
にん
してください。

２．指
し
示
じ
があるまで問

もん
題
だい
の中
なか
を見

み
てはいけません。

３．受
じゅ
験
けん
票
ひょう
、えんぴつ、消

け
しゴム以

い
外
がい
はしまってください。

４．えんぴつは、B以
い
上
じょう
のものを使

つか
って書

か
いてください。

５．まちがった字
じ
を消

け
すときは、きれいに消

け
してください。

６．試
し
験
けん
中
ちゅう
は、ほかの人

ひと
と話
はなし
をしてはいけません。

【受
じゅ

験
けん

地
ち

番
ばん

号
ごう

・受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

記
き

入
にゅう

欄
らん

】
受
じゅ
験
けん
地
ち
番
ばん
号
ごう

受
じゅ
験
けん
地
ち
番
ばん
号
ごう
は左
ひだり
から書

か
いてください。

受
じゅ
験
けん
番
ばん
号
ごう

K０５

受
じゅ
験
けん
地
ち
番
ばん
号
ごう
・受
じゅ
験
けん
番
ばん
号
ごう
を下
した
のわくにていねいに書

か
いてください。

〔受
じゅ

験
けん

地
ち

番
ばん

号
ごう

・受
じゅ

験
けん

番
ばん

号
ごう

の書
か

き方
かた

〕



実じ
つ

技ぎ

問も
ん

題だ
い

筆ひ
っ
記き

具ぐ

は
え
ん
ぴ
つ
（
Ｂ
以い
じ
ょ
う上
）
を
使つ
か
っ
て
書か

く
こ
と

2

川
例
＝
か
い

4

4

書
の
書
き
ぶ
り

　
（「
川
」
の
場
合
）

第
１
問　
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
こ
と
ば
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

秋
空
に
光
る
星

第
２
問　
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
こ
と
ば
を
、
左
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

友
達
を
大
切
に
す
る

心
を
忘
れ
ず
に



3

つぎのわく
4 4

内の文を、横書きで下に書きなさい（漢字はかい
4 4

書で書
くこと）。

第３問

　ベースボールから、野球という言葉が生まれたのは、
明治２７年のことである。



5

第
４
問　
つ
ぎ
の
わ
く
4

4

内
の
文
を
、　　
　
の
中
に
二
行
に
書
き
な
さ
い
（
漢
字
は
か
い
4

4

書
で
書
く
こ
と
）。

や
さ
し
い
心
で

親
切
に



理り

論ろ
ん

問も
ん

題だ
い

筆ひ
っ

記き

具ぐ

は
え
ん
ぴ
つ
（
Ｂ
以い
じ
ょ
う上

）
を
使つ
か

っ
て
書か

く
こ
と

第
５
問

つ
ぎ
の
漢
字
・
ひ
ら
が
な

4

4

4

4

・
か
た
か
な

4

4

4

4

の
筆
順
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
よ
く
な
い
も
の
に
は
×
を

下
の
□
の
中
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。
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